
〈研修内容〉
○講義 演題 「地域における子どもや親子の学びを支える公民館講座のあり方」
講師 東御市公民館長 原澤 利明 氏
○受講者と一緒に講座体験「理科の電気自動車づくり講座」
講師 長野高専 副校長 渡辺 誠一 先生
〇感想交流

出会いと対話でつくる共生社会

公民館を現地で学ぶ講座 令和８年(2026年)７月29日(水)

公民館職員や学校職員をはじめ、地域づくりや学校づくりに関わる皆さんが、地域や
学校、各種団体と連携した講座づくりや学校づくりのノウハウを学び、自らの実践につ
なげることを目的として本講座を実施しました。本講座では、子どもを中心に据えた
学校と公民館の連携を進める東御市公民館の取組について学びました。原澤館長の
講話や親子講座の体験・参観を通して、子どもを中心とした地域と学校の連携の在り
方や、公民館と学校がWin-Winの関係を築くためのヒントを得ることができました。
実践に基づく具体的な取組に触れることで、受講者が今後の地域活動や事業を考える
上で参考となる、大変充実した講座となりました。

受講者アンケートから

●・講座の参観と実践をセットにした研修は珍しく、とても参考になりました。座学より

も良いと思います。（公民館職員・公民館関係者）

●「借りるのは、玄関と理科室だけ」とても印象的でした。（一般）

●学校側が忙しくて時間がとれないという事でも校長先生にねらいや熱意をもって話

すと（プレゼン？）協力してくれる。すべては子どものためという目的は同じと感じた。

（市町村職員）

●ものすごく楽しかったし、高校生に教えて小学校に補助委員で送り込んで、貢献体験

にも良いと感じた。（学校教職員）

●夢中になって製作してしまいました。それを終えてふと自分の取り組みを振り返った

ときに、夢中になれた時間、車に興味が向いたこと、タイヤが動く仕組みに問をもった

こと・・・等、きっと子どもたちもこういう経験をしたのだと感じました。（市町村職員）

●学校と地域をより深くつないでいくときのあり方、双方のスタンスについて、貴重な

ロールモデルを拝見したという思いです。（市町村職員）

公民館と学校が連携した子ども向け公民館講座の可能性

（受講者 24名）
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